
平成３０年度 県土整備委員会 県内視察(県南部)報告書

１ 参加委員等
（１）委員

須見一仁（委員長），丸若祐二（副委員長），岸本泰治，川端正義，眞貝浩司，
庄野昌彦，山田豊

（２）議員
岩佐義弘，島田正人，達田良子，杉本直樹

２ 視察日程及び視察箇所

視察日程 視 察 箇 所

床上浸水対策特別緊急事業 那賀川（那賀町）

４月２４日(火） 公園整備事業 南部健康運動公園（阿南市）

地震・高潮対策河川事業 福井川（阿南市）

３ 調査目的及び視察概要

（１）床上浸水対策特別緊急事業 那賀川 和食

（調査目的）
当該箇所における事業概況等の調査

（視察概要）
那賀町和食・土佐地区において，平成26年8月の台風11号により床上233戸，床下46

戸もの甚大な被害が発生しました。
床上浸水を早期に解消するため，浸水防止施設等の整備を行う床上浸水対策特別緊

急事業が進められており，事業の概要や実施状況等の調査を行いました。



（２）公園整備事業 南部健康運動公園

（調査目的）
当該箇所における事業概況等の調査

（視察概要）
南部健康運動公園は，県南スポーツの拠点として，子供からお年寄りまでが，気軽

に健康づくりができる公園を目指し，これまでに野球場やテニスコートが完成し，今
後，公園の核となる，1,000人が収容できるスタンドを備えた，陸上競技場兼球技場の
整備を予定しており，その事業の概要や実施状況等の調査を行いました。

（３）地震・高潮対策河川事業 福井川

（調査目的）
当該箇所における事業概況等の調査

（視察概要）
東日本大震災では津波が河川を遡上し，広範囲で大きな被害が発生したことから，

津波の遡上による被害が想定される福井川においても，耐震調査・設計を進め，堤防
の補強やかさ上げ工事を実施しており，その事業概要や実施状況等の調査を行いまし
た。


